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各神経要素の具体的な支配域を調べた報告は無い。本研究は， horseradish peroxidase (HRP) また
は nuclear yellow (NY) による逆行性細胞標識法を用いてウサギ茎突咽頭筋，口蓋咽頭筋，上，中咽
頭収縮筋，および下咽頭収縮筋(甲状咽頭筋と輪状咽頭筋)の各咽頭筋 MN の中枢局在を調べるとともに，
神経根切断との組み合わせによりこれら h制の軸索末梢経路を検討したものである。
総計62羽の雄性家ウサギ(体重1.0 -1. 5 kg) を用い，麻酔には20%ウレタン (1 g /kg) の静脈内注
射を用いたo l\制の局在を検索すべく，各咽頭筋に25--40% HRP生理食塩水溶液をー側性に 1--2μl 注
入した(各筋 3 羽)。上，中咽頭収縮筋，および、甲状咽頭筋と輪状咽頭筋では，隣接筋との部分的重なり
により， HRP の隣接筋への漏出が多分に考えられた。このため，別のウサギを用い 2%NY水溶液をー
側性に10μl 注入した(各筋 2 羽) 0 NY を用いたのは， 標識能力は弱いものの拡散能力が HRP 'C比べ
極めて低いからである。さらに， MN の軸索末梢経路を検討すべく， 舌咽または迷走神経根を頭蓋腔内で
ー側性に切断後，両側の各咽頭筋に HRP溶液を 2μl 注入した(各例 3 5J5J)。上記注入後，動物を16--24
時間生存させてから濯流固定して延髄を摘出し，厚さ60μmの連続横断凍結切片を作製した。 HRP 注入
例については， benzidine 反応を施して標識細胞を検出し光学顕微鏡にて観察を行った。 NY注入例では
蛍光顕微鏡を用いて標識細胞の観察を行った。
標識細胞は疑核に出現し，同核の 4亜核中 comact cell group (CoG) と medial scattered cell 
group (SGm) に位置した。 CoG は小型 MN の密集する細胞群で，疑核吻側半に存在する。 SGm は，
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疑核の吻側 1/3 で CoG 内方に散在するやや大型の神経細胞よりなる。標識細胞は茎突咽頭筋のみ同側性
で，他の筋では両側性で同側優位に認められた。しかし， NY注入例では同側性であったことから， HRP 
注入例での対側標識は対側筋への HRP の漏出によることが示唆された。
1) 1\刷の中枢局在:標識細胞は 茎突咽頭筋注入例では問の吻側 2800--3100μm の高さで， SGm吻
吻側部，c:::，口蓋咽頭筋注入例では，問の吻側 500--1900μm で CoG 尾側部に認められた。また， 上，中
咽頭収縮筋 HRP注入例では標識細胞の多くは CoG ，少数がSGm 吻側部に認められた。 出現範囲は，
上咽頭収縮筋で問の吻側 1100--2900μm の CoG と 2800--3100μm の SGmであった。 中咽頭収縮筋で
は， SGm での出現域に差は見られなかったが， CoGではやや尾方に伸び問の吻側 850--2900μm で=あっ
九背内側と腹外側の 2細胞群に分離する CoG 中央の高さでは， 標識細胞は両筋とも背内側細胞群の内
側部に認められた。 NY注入例では，両筋とも SGm'C:::標識細胞を見なかったが， CoGでの出現域は
HRP 注入例とほぼ同じであった。即ち， HRP注入例での SGm 内標識細胞は，隣接する茎突咽頭筋など
への HRP の漏出による可能性が示唆された。甲状咽頭筋または輪状咽頭筋では， HRP 注入例で標識細
胞は CoG のみに認められた。出現範囲は各々同の吻側 550--2500μm と 500--2400μm で， CoG 中央の




根切断で全標識細胞が消失した。即ち，茎突咽頭筋 IVIN の軸索は舌咽神経根を，口蓋咽頭筋 h在Nの軸索は
迷走神経根を経由することが示された。咽頭収縮筋注入例では，舌咽神経根切断により， SGm内標識細胞
は全て消失したが，咽頭収縮筋 MN の存在する CoG では標語細胞数は変動しなかった。一方，迷走神経
根切断は SGm 内標識細胞に変動を与えなかったが， CoG では吻側のごく少数を除き大部分の標識細胞が
消失した。即ち，咽頭収縮筋悶ぜの軸索はごく少数が舌咽神経根を経由するものの，大部分が迷走神経根
を経由することが示された。
以上の結果から，咽頭筋 h刷は同側疑核吻側半で CoG と SGm の 2亜核に存在し，茎突咽頭筋 MNは
は SGm 吻側部に位置して軸索が舌咽神経根を経由する乙と，および口蓋咽頭筋 h江N は CoG 尾側部に存
在して軸索が迷走神経根を経由することが明らかになった。一方，上，中および下咽頭収縮筋 MNは，







突咽頭筋運動神経細胞は疑核吻側 1/3 の内方に散在する大型の細胞群の吻側部に位置し， 舌咽神経根を
経由する。一方，上，中および、下咽頭収縮筋運動神経細胞は，上述の小型細胞群の全長に亘って互いに重
複しつつ存在するが，下方の筋ほど尾方に位置し，中央 1/3 の高さで、特に多かった。 軸索は，一部が舌
咽神経根を経由するが殆どが迷走神経根を経由することを明らかにした。
本研究は，咽頭筋の神経支配様式を考える上で重要な所見であり，歯学博士の学位授与に十分値するも
のと言忍める。
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